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A５判　264頁　定価1,600円 +税

その源流は、本土に渡った沖縄県人の人権蹂躙に対する抵抗にあった。この流れを見れば、平和憲法の人権の
仕組みがよくわかる。人は個人として尊重されるべきである。差別されたり、虐げられてはいけない。そのた
めに、人は集会を持ち、集団を創る。そして訴え、抵抗するのだ。
「職工求ム、但シ、朝鮮人、琉球人、オコトワリ」。働く権利の闘いは、差別との戦いであり、労働組合結成
の契機であり、結社の自由、思想信条の自由の獲得を意味した。本土の沖縄県人会は、単なる親睦団体ではな
かった。県人に対する不当な差別と闘い、生活と権利を守るため、必然的に労働運動と結びついたのだ。闘わ
なければ要求実現や権利獲得はできない、切羽詰まった状態であった。
公衆に政治参加を広げた普通選挙法と集会や結社等を厳しく取締まる治安維持法が同じ年に定められた。この
意味と動きがよくわかる一冊。
　   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高良鉄美（参議院議員・憲法学者）

沖縄の民衆運動はまさに反戦平和の「源流」
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